













































































気棋でございますとか、商業、経済、交通、郵費、あるいは都市、人口、民族企ど、各省の全てにウいていろいろ記述した、中患の省制約のエンサイク口ペディアであると醤えると患いますむ非常に大部のもので、金十八巻ご京いまして、これは非常に今でも価値があるもので ある国からその海賊版が出されて そこそこ 売れ計きを示し いるという事実からも察せられますように、今日的な恒備も持っている、非常に幅値の高い本
Q
この吋支器密別八五誌いの一死になりましたのが、東亜同文
書院の学生達が大旅行をやり して、終わった後に 怖といったらよろしいんでしょうか、ある種の卒業論文として〔調査報告書」と ものを出しまして、それが元 なって「支那省部会誌』と うものが作 たわけでありますむこの吋支罪者別会一一誌の完になった「調査報告書いぞれの先になりました大旅行を最初に言い 方辻東亜同文
書院の拐忙院長であります根港一氏 あります。棟建一氏は、ご存じの方も多 かと患いますけれども、東亜向文書誌ができる以前には、よく百科事典の中では東亜問文書院の前身、日清貿易研究所と う表現がされておりますが、日祷貿易研究所、やはり上海にございましたけれども、ぞれを陸軍士官学校以来の嬰友である、アジア主義者という表現辻非常いい難しいんですけど 、アジ 主義者である斑尾稽と一緒に営んでいた人物であり’ます。
そして詩情貿易研究所持代記、これもかなり当時の中間
研究の水準を本していると思うん すが、吋清国連務総覧という、諮ってみますれば吋文部省別全誌」をコンパクトにしたような本を、日渚貿易研究所持代に出版しておりま
す。この豆倒閣滞留総覧いやネタは何かといいますと、先程奮いました荒尾精が明治の中頃、演口、いまの武漢帯ですが、そこに作りました漢口楽蕎設という、高社兼中国情報収集機関であっ というふうに言えると思いますが、そこの関採者連が、命がけで集めた中国各地の情報 情報というと非常にうさんくさいイメージが付きまといますけども、交通でありますとか、気候 ありますとか、そういう中国の梢報を元に叫清思議商総覧」を、根滞一氏はま めたわけであり、そのまとめる過程で、彼自身も上海に何回か赴いておりますので、真の中部を知るためにはやはり抗上の学問だ はなくて、自らの足で中国各地を実棒験しなければいけない、ということを摂津氏は議切に考えていたわけであります。因みに「文部省別会誌』の序に、捜津一はこういうこと
を書いているわけですね。「一衣帯水の比躍に位置し賠関わらず、 が邦人士の支那の鵠鵠に糠遇 徹議せる者甚だ鮮やき所似なれ，己よく使われる一 部葉ですけども 一衣替水、海を摘ててすぐ近く戸いある国であるにも関わらず 日本の人というの辻中国のことをはとんど知ら いんじゃないかと序文の中に骨 ます。そ 中閣を知らない原因は侍かという 、文献的 知識だけでもっ 、実際 実捧験して ないからである、というようなことをおっしゃっておりまして、やはり実体験に基づ た何らかのヂ
i
タと




































































































































は、教職員の引率と うのがあったようでございますが、かまり学生の自主に桂せた旅行 。自主と うと表現はいいんですが、要する
ζ教員の、保護者の担率辻一切
ない。それのみならず、一応諮問と う、パスポートに相当するものが出されるわけでありますが 二十世紀前半の中国は混沌としておりますの 、もちろん役に立つ時もあるんですが、むしろ投に立たない場合のは 多いんじゃないかという感じでござ まして、中臨、
5
本の官患の保
護というものも全然ない、というと甜併が けどもかなち援られた状況の中 中里奥地まで旅行する。ム身に着けるもの 設いますと、ムマのように飛行機で移動して、接行のパックの中にいろんなものを入 るとか、積替えを何枚も持っていく か、そういう旅行ではございません一枚の毛布と、多少の身の回りのもの、最小の薬品と、その程度の のであります
s
先謹言いました椴津院長は吋文部省別全誌」の序文の中で、こ 接持についてどういう尭方をしてい かと設すと、「或は革命 戦間を妨徳するあち、或は氾雌滝調に遇うあり、戒は土屋郷轄の包閉する所 な号 猫苗嘩携の境に陥るが如き、その匙険辛細部、到鹿役人想像し能わさる所いというふうれていらっしゃい む要するに
革命騒動に巻き込まれたり、あるいは自然災害に遭遇したり＼あるいは夜盗のたぐいに襲われたり、あるいは思土病に倒れて生死の境をさまよう者もあったとういことを、時文の中で委かれているわけであります。
この根津さんというのは非常に名文家であったと思うん






















































































































































たりの壁と言わず、告本人に宿を貸さず と経済断行、日本人と言葉を交うるべからず 日本人中国の奥地を探る、等と普いた を、一夜の中にベタベタと銃数に姑つであ 。麟を洗う較もなく、寵の悲爺が膏くなって飛び込んできた
G
すぐ出ていってくれと一一語、つむ荷故だ 聞いたが要領 得者い。鰐でもいいからすぐ出ていってくれ。」 うことで朝得飯も食べずに旅錯を追い出され しまう
a
追い出され
てそれでも済むかと言 ますと。そ あと窮民、太肢 先頭に押しかけながら学生のデモ行列が寵に着いた
入。その豆百人が彼らの出たあともずーっと、鵜帆、太鼓を鳴らしながら、「日本に婦れいというようなことで追っかけてくる、という状態が続くわけであちます。
これがたまたま泊まった町だけかと設いますと、次の轄
に来てやれやれと思うと どこか 連絡が来たのか分かりませんけど、やはりそこに龍んでいる中関人の学生が中心になられて、先程と同じような 況 展開される。｛倍屋の主人が出ていってくれと して出ていこうとする 、やはり後ろか 、機供、太鼓でもって反
Eを呼びながら、学
生を中心とした数百人の人々が持いてくる。そしてその荷も逃げ出すようにして次の町に行く 、やはり同じような状況が続いていく口結局青島 すぐ手前まで、そう う状認が続くわけであります。
この日誌の段後に、このこ十二期生の山東誌の方はどう
いうふうに惑いているかと設いますと 七男二十一日 朝に青島についたわけなんでありますが 「患えば長い旅であった。すさまじい旅であった。試練の旅であった。幾境議らの（彼らとは自分速なんですが） なこから一課がこぼたことだろう。だがそれも今は去りし日の追憶とな てしまった。おお、健気 も諮った五人の若人
J
という結び














































































































































というものは、人間の心を活性北谷せる一つの契機である、ということを古問松陰辻言っていますけども、正にその通りだと思 ます。要す に競というのは、異次元への移動である。その異次元の中で、自分の生きていた次元というものを考え産す一つの契機になるわけであります。彼ら書院生にとって、大旅行 いうの辻正に異次元への飛類であったのではないか ふ いい考えているわけ 与そして、真の中閣を知る、もちろんそれ以前に上権というところで勉強しておちますので、上様 当然中国です ら、中間のことを学んでいるわけですから、充分中国を知いるんですが、より真 中国を知るよ になる契機 なったのではないか いうふうに考えるわけ あります。話が前後しますが、上海も今、当熱中国だというふうに
申しました。もちろん日本から行った場合、上議 異次元なので、日本を考え喜一す一つ 契機にな ん が、上海が当時果たして真の 国かどうかということは 国土は中間ですし、主援は中間のわけですから、 ちろん中国なんですが、もっと抽象的な意味で、来たして上樽が中関であったかどうかというの 、怠 甚だ疑問 あると考えるわけなん 。これは当時の議院 方なんか も そ うふうに考える方がいらっしゃいまして、その典型として、プリントのニのはうに、最後の結び ところ 、「米内山崩夫のこと」というふ 書いてあ与ますけども、 の 内
出さんについては一番最後にご説明申し上げますけれども、この方が、出掛中学時仕から、非常に筆まめな方でいらして、後に外務省にお入りになりますけども、外務省時仕に日記を全部残されていらっしゃるんで ’が、その方が間文書誌時代に、上海のことをどういうふうにお書きになっているかという となんですが、こ けいお書きになって わけですね。
「生き馬の践を抜く上海と替われるが、実際、だ。平和を





定率が来る、自動車がとぶ、 くのごとく十六設紀の上海もあれば、一一十世紀の上海も島 。 はまったく訳群らないところである。」
というふうに、当時の二十識の米内山青年は書いている
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うところがありまして、やはりヨ！口ッパが強であって、アジアが弱であると、極端な雷い方をすると、ヨーロッパはプラスであって、アジアはマイナスであ いう考えが強いところも、全てが全てではないですが、そういうふうに患っていらっしゃる方もかなり多かったんじゃないかと思うわけです。ところが、日本も近弐というには、近代文明と言っていいかどうか分かりませんけど、一応近代文明を目指していた日本、そして中国の中の近代文明 大挙して押し寄せ
きている上海から、何と一習いますか、全撚近代 、中国の特に奥地ですね、お話与しておきますけど 私が近詑であるとか近代でないと という時に 面檀設を入れ串し上げているわけではないの 、 閣の近代 ない 設う場合、これは差興的な雷い方をするわけではありませんで、聡史的黒語としてのヨーロッパ近代を基準に た場合の近代で守口そういう、近代でな 中罷の奥地へ行った蒔に、や捻り最近はギャップと設いますか 悩まされるわけですね。たとえば尾範なはなしで恐縮 すけども、トイレなんか しても すでに 海なんかでは本法のあるホテルもあるわけですけども、そういうところから、帯住学的にはあまりきれいじゃないようなトイレを使うとい ような体験というのを、いろいろする。非常に怒れて ると うような見方が、旅行の最初のうちは出てく ですがれがだんだん時聞が経つにつれて、ちょっと持てよと うふうと考えるように ってくる傾向がど も、あったんじゃないか。その倒を幾っか挙げようと思います。
まずこれはあまちにも、最近ある方の発震で、話本田中に有名になった中器入の生活様式なんですが、ある方とい
うのはいろいろと話題を多く発言される方で、ある保守政党で、もと器禁の方なんですけども、その方が、中間人は穴の中に生んでいるから、非常に遅れてると、遅れた生活であるというような発設会して、物議をかもしましたむその発言によって有名に りまし 客洞（ヤオトン〉ですね、河北省の。こちらの辻 に非常に多い、讃｛八 撮って、きちんと住居風 するんですが、そういう穴の生時ですね、ぞれについて書能強はど い 言い方を いるかといいますと、客謂という設い方はしてはおりませんで、穴語、穴の生器という書き方をしておちます。設いているのは、一九
O
人年の第六期生の人ぜす。例の、問僚の方の発言さ
れる八十年前、その時に霧拐 訪れた方が、どう う発言をしているかと奮いますと、「帰北城 一千票にては多数の穴賠の民を見たり。黄土の山の南面する所に 必ず 一間四万くらいの人口を宥する穴十数留 連るあり。内部は意外に広く、四警 川町く邸きた ば一種 光沢を荷び、議浄ぶして家其の整頓も普通の住宅より，は秩序あるが如し由夜じ入れば各穴に灯火浅 、時に騒馬の鳴くを開く等、なかなか風流なり。住民に開けば 弘、破夏冷にして 普通の家屋よりは住み心地の良きこと数等と容うじ いうふうに いているわけです。
要するに河北の風土とか、そういうものを考えた場合に、
非常に合理的な住居であるむ自分で体験しても非常 住み心地がいいと。そしてそのあとでは、控史の中では穴 中に住むというのは、最初に人類がやったことで島って、遅






























































































すが、先程の第九期生 か、洪水に巻き込まれて、死ぬような思いをされるわけなんですが、その洪水について、別の班の記録で、洪水の後で水の引いた後を書院生が旅行して、これはどうしょうもない と、最初考えるだけなんですが、中国人の考え方を聞いてみると、はてなと考えるわけです。だいぶ稲なんかが水に佼されるわけですね水の後 ので。それを見て これはひどいじゃないかいうふうに中国人に聞きますと、その中国人 答えというものが、「今年は湛概が く行き届いて先ず豊年だ」、とう答えが返ってきた。「いよいよ支那は不思議な だという感じがしてならなかった。」日本で一一百いますと、田んぼにちゃんと水を引いて人工的に田んぼを築いて、それなりに、特にヨーロッパと接触するようになってからは ヨーロッパ 槌概技術を導入 、近代的な技術でやっていくわけ んですが、 ういうところにいた人聞からすると、自然に任せるままに洪水が来て、洪水が引いた後に、非常に黄土というのは栄養 豊富な土ですから、それが行き渡 、今年は豊作である、と答えが返ってくる
c
そうすると、いったい、遅れてるとか
遅れてないとかいうのはどういうことなんだろ 、近代技術とはどういうものなんだろう ということを こで考え
るようになるわけなんですね。
それから、よく言われるのは、近代以降の日本というの
はガリソン政府である。兵営国家である。軍隊と、巡査ですか、警察というものが非常に威張っている。それが国民を苦しめ取り締まっているというようなことが言われてますけども、そういうそのガリソンステイトと言 ますか、非常に官が強いと言い すか、巡査 り、兵が強いということからいきますと、ど もこれは、時期的に各軍閥がお互いに相争うというような状況がありますから そういうのを割り引 なきゃいけないと思 んですけども、そういう日本のように非常に強いと言いますか、好い言 方をると規律がある、悪い言い方をします 国民の上で威張っているというような軍隊、警察であるとかを目の前にしてきた人々からすると、どうも中国の巡査でありますとか兵隊というものは、非常 頼りなく見えるわけで 。ところがそういう、中国 巡査であるとか、兵隊を見て ると、だんだんと考え方が変わってきまして、「 うして支那の巡査や兵隊の役目が勤まるかと思えば不思議 も感じられが、支那はこのくら が最も妥当なものである。し て密かに老大国の平和を維持すべきであろ 。」要するに中国はこれでやっぱりいいのかなあ いうようなことを 感想でもらしているわけです。そのあとに続け 、どうも日本というのは巡査であるとか が 少し威張過ぎているのではないか、というような感想も付け加えているわけです。
いくつか例を申し上げましたけども、要するに、日本が
目指してきた近代国家のあり方であ ます 、一輪車















































































































































的な価値観に根ざした あるいは日本的近代の価値観に根ざした人生を再点検 、一つの契機になってき んではないか。
以上二点が、人間の生き方であるとか、自己の日常に対
する再点検であるとしますならば、次は中国、あ い 中国と対立した場合の日本 考える一つの契機になったんではないかということを、三、四、五で並べてみました。一つは、上海から出ることによって真の中国を知ったんではないかというふうに先程申し上げましたけども 中国とってもいろいろなんだと。いろんな多面性が重 っ 、場所によって性格も違えば風習も違うんだということをそこで味わう。一カ所をもって即中国というこ は言 ないんじゃないかということ 、書院生達は強く感じたよ です。簡単な例を言いますと、これは何人もの方 体験されているようなんですが、南の方に旅行された方なんですが、上海同文書院、これは当然、標準語を習われてるわけですが、これが全然広東の人に通じない。せっかく我々はレベルの高い授業で中国語を習 いるのにこれが通じな果たして同じ中国であってこれだけ言語が通じない いうのはどういうことなんだと
D
北と南というのはだいぶ違う
ところなんではないかとい 意識を、少 からざる人 体験されているようです。
また中国というと、
一枚岩的にとらえていたところが、
東北部のほうに行きますと、清朝時代に強制に近い形で移住させられた人がいて、泊朝時代に権利というものを制限されていて、その結果辛亥革命以後も悲惨な状態にある。中国内でもそれなりの差別はあると思ったけども、こんなひどい差別があるとは思わなかった、 いうよう ことを体験されていますし、それからモンコル、今の内蒙古自治区のほうに旅行された人 いうのは、基本的にはモンゴル人と中国人というのは、どちらが悪いというこ ではなくて、性格にかなりの違い 。同じ中国国民だけども、性格がかなり違、つんではないかということを体験しておるわけです。そして清朝時代に政策じゃありませんけども一ヵ所に移住政策のようなことを唱えて、モンゴル人というのは先程の、東北部 移住させら た中国人と同様非常に生活状態が困難であると。 れは大きな問題で、これをど するかというのが、これから 中国の一つの課題となるんじゃないか、という感想をもらし る人もっしゃいます。要するに中国というのは必ずしも一枚岩ではなくて、内部にやはりいろいろな矛盾を抱え込んだ 民族の問題であるとか、それから同じ中国人、漢民族であってもそこにやはり、区別というのか差別というものが存在する、 いうようなこ をそこで体験する。中国の多面性という言い方とは違うと思うんですが、頭の中 漠然と描く中国 はなくて、いろんな側面があるんだとい ようなことを体験た、ということを第三点として挙げられるのではないか。第四点として、大国日本観の見直しと言いましたけども、日清、日露の、当時の日本として り国力をかけた大
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強に対抗していく。それで不平等条約を撮騰して、それをアジアにも茨ぼして、列強の帝国主義からアジアを救 。ぞれが、日本が海外へ出ていくことを正当化するための百薬としてよく使われていたわけなんですが 当時 若い人はそういう正義というものを器じ 実際そのつもちでいろいろ行動された方も、結果賞授 主体質任は別だ いう話しもあり、結果云々 替 つと ろんな問題が出てきますけど、主体的には正義を信じた・方が非営に多かったと田中、んですが、日本の歩み方はこれでいい か いうよ なことを、旅行の過程で少なからず彼らは体験 を記銭の中に残していくわけです。特に一九｝九年の対華二十一ヵ条の要求以降は特に中国










をするわけです。自分遠心対する態度 ジエントリー 優しいんだけども 総体としての日本に対 披らはどう患っているかというと、日本留学であるにも関わらず 留学中に侮場的な扱 令受 たというこ で、非常に反担的になっている。こういう人々の考えと うのは、必ず将来司本にとってマイナスにな 。その資任はもちろん日本 ある。というような見方をしているわけです。そ て の種の日本留学組反日派と いますか、こういう方々に数多く、書院生はお会 にな わけですね。 当に義信的な人と会ったという記錬もありま 。ただ、皮 派の人のがかなり多いのでびっくりし と ような記録 、ところどころに出てきます
D
また目のあたりに、東北部でありますとか、そういうところでの日本 の活動ですね、箪人で か 官僚
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期生の方なん すが、これは対華二十一ヵ条の要求 五年後に南の方、広東省の方を旅行された方なんですが、こういう感想をもらしているわけですね。「日本でもこの頃は憎むべき我利亡者が増え 一方である。だから四百余州を歩いて、孤軍奮闘して祖国と中国との緋になって親善を築き上げる後から、不可解な官僚 軍閥、および我利技利の資本家、何も分からぬ支那ゴロが寄ってたかつて壊し しまう。」そしてその結果、「支那人は決し 日本人の言葉を信用するに至らない」と。必死になって親善をやっている人聞がいるにも関わらず、官僚、軍閥、我利我利 資本家、何も分からぬ支那ゴロがやってきて、せ かく日中友好を築こうとしている のをみんな壊していって まう日本人のあり方を目のあたりに見て批判しているわけです。今日でも、こういうことを申し上げていいのかどうか分かりませんけど 、中国ル
l
トでありますとか、あるいは
台湾ル！トの阿片の問題、麻薬の問題というものが大き社会問題となっているそうでありますが、当時の中国でもやはり阿片というものが大きな問題であっ 、その中国人の阿片商人の元締めには、日本人がい らしい。 うことを っているから、日本人は排日の対象 なっ しまうんだというような記載、感想をもらして 方も らっしゃいます。場合によってはアメリカ 進出 や 方と比べて、アメリカの場合には非常にやり方がうまい。要する
に文化的な施設といったものをどんどん使って、頭を引っぱたくようなやり方をしないで、孤児院を作るとかそういうやり方で、いつの間にか中国人 心をとろけさし しまう。これは背後にアメリカの帝国主義の野望があるんだろうけども、このやり方でやられたんでは当然日本はかなうわけはない、という 感想をもらしている方もいらっしゃいます。
日本国内では大陸へのロマンと、アジア解放というよう
な正義が説かれていたんですが 実際には中国で、全ての方ではないですが、官僚 軍閥 あるとか、あるいは支那ゴロというの どういうことをやってい かということを彼らは目のあたりにし して、果たし 日本で喧伝されているような正義というものが、その通 行なわれているのかどうかに対して、懐疑心を持つよ にな ったんではないかとい 気が、私は た
一から五まで、簡単にまとめましたけども、さらにひと
こと言う らば、この大旅行 彼らにど いうインパクトを与えたかと言いますと、やはり文明 対し も人生に対しても、それから日本のあり方に対しても、絶対的にが正しいとか、この価値基準が絶対 ことではなく相対的にものを見るような見方、世の中の善とかそういものは多元的に存在しているのであって、絶対的な の見方というのは問題があ んではないかというこ を、大旅行の過程の中で、彼らは学んで ったんではな か。国家観にしても、人生観にしても それ ら文明観に も、異次元への飛期である大旅行の中で彼 は学んでいったんではないかというふうに感ずるわけで ります。
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文字を出しまして、だからそれはしょうがない、人間として劣るみたいな言い方をしているわけです。それからこれまた尾箆な話しで申 訳ないですが、たまたま広州の街に泊まったら隣の部屋に、夜の商売をしている女性がいて、その声がうるさくて夜眠れなかった。中国人というのは淫廓な国民であろうかという言い方をしているところもあります。まあこれなんか、非常に私は気の毒だと思うんでね。イギリスにしてもアメリカにしても、女性問題で職を追われた閣僚もいますし、日本 場合も るわけですからこれをもって即、中国人は淫廊という言い方は酷であろうかと私なんかも思うんです 、今日的に見れば非常に差別的な発言というの ところど ろに見受けられます。それから大国意識というのも、ところどころに頗を出し
ます。例えば満洲のほうでは日本は非常に力を持ってきたけども、南のほうではまだフランス国旗やイギリス国旗がひるがえっていると。こうい のを見ると ムカッとくると同時に 何を、見ておれという気になってく と。その文面だけを見る限りであれば、いずれ東北部のよ 、南のほうにも日章旗をひるがえしてみせる いうようなことを、 れとなく書かれ 方もい す
c
自分たちは、
一等二等三等とありますと、まあ一等車は無理としても二等車には乗れるわけ んですが、三等車に乗らない 済むのは、やっぱり日本が強くなった証拠であろうというよな、非常にこれはありがたい、というよう ことをもらしている方もいます。要するにこういう問題と るよ 発言というものが全然ないかと言うと そうでは りませんで、やっぱりところどころに見受けられるこ があ わけ
です。ただ、一つの弁護として言いますならば、日本全体が、
全体的にそういう雰囲気があったということもありますし、彼らの差別的と言われるような発言にしましても、大旅行という極限状況ですか、命を失 ような危ない状況の中で、実体験として感じた上で出てくる発言であると うことなわけですね。ですから日本国内にいる方のように、抽象化してア・プリオリに中国は駄目とか中国人は駄目 ものとか、あるいはア・プリオリに三国志とかそ い 世界を想像 、中国人は素晴しいと思ってい のと 違うわけでありまして、正に魯迅が「阿
Q」の中で自己批判した
ような中国人、むしろそういう中国人が当時は多かったのではないかという気が 私は たしますけども、そう う中国人と接して、この野郎と思ってそういう発言が きてしまう、 うところもやはりあ たと思います大国意識にしましでも、先程申しましたように、極東の一小国が独立を達成していく過程の中での、気負 というものが、特に外 そして山奥なんかに行きますと、正国家というものを、二十歳かそこらの青年が背負 込むわけでありますから、勢いそうい 気負い込みというのが、一つの大国意識的表現として出てき しま のではな かという気がいたしま 。こういうふうに二つ三つ弁護しましても、これは厳然と
して、化石になった形で、正に今日問題に るような形で何だかんだ言おうとそれはも 優越感ではな 、差別感ではないかと言われてしまえば、その通りなのでありまして、問題はそういう優越感であるとか大国意識とい もの
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